
英国プルーデンシャル社は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびその
グループ会社は主に米国で事業を展開しているプルデンシャル・ファイナンシャル社、および英国のM&G社の子会社
であるプルーデンシャル・アシュアランス社とは関係がありません。

イーストスプリング・インベストメンツ株式会社

【第11期 決算のお知らせ】

イーストスプリング・
ジャパン中小型厳選バリュー株ファンド
追加型投信／国内／株式

2年連続 最優秀ファンド賞 受賞

投資信託／国内中小型株式 部門 株式型 日本 中小型株 評価期間3年

2年連続 最優秀ファンド賞 受賞

販売⽤資料
2025年7月29日

分 配 ⾦（1万口当たり、税引前）

当ファンドは、2025年7月28日に第11期決算を迎えました。基準価額水準や市況動向等を勘案した結果、
分配⾦の⽀払いを⾒送ることとしましたのでお知らせいたします。

第11期 （2025年7月28日） 0円
騰落率差2024年7月29日2025年7月28日イーストスプリング・ジャパン中小型厳選

バリュー株ファンド 基準価額 +9.2％+2,581円28,116円30,697円
※ファンドの騰落率は基準価額をもとに計算したものです。
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 分配の推移（1万口当たり、税引前）

※基準価額は、信託報酬（後掲の「ファンドの費用」をご参照ください）控除後の数値です。 ※基準価額（分配⾦再投資）は、信託報酬控除後かつ税引前分配⾦を
全額再投資したものとして計算しています。 ※期間別運用実績（騰落率）は、基準価額（分配⾦再投資）をもとに計算したものです。また、各期間の応当日が休業日
の場合はその前営業日の基準価額（分配⾦再投資）を使用して計算しています。 ※当該実績は過去のものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。

期間別運用実績（騰落率）
（基準日︓2025年7月28日）

5.5%1ヵ月

12.6%3ヵ月

11.8%6ヵ月

11.4%1年

72.3%3年

211.9%設定来

 設定来の基準価額の推移／ファンドの運用実績（2014年8月8日〜2025年7月28日）

第7期第6期第5期第4期第3期第2期第1期決算期 2021/7/272020/7/272019/7/292018/7/272017/7/272016/7/272015/7/27

0 円0 円0 円0 円0 円0 円0 円分配⾦

設定来累計第11期第10期第9期第8期決算期 2025/7/282024/7/292023/7/272022/7/27

400 円0 円200 円200 円0 円分配⾦

※分配対象額が少額の場合は、収益分配を⾏わないこともあります。

250729（04）

2025年7月28日
基準価額

（分配⾦落ち後）

30,697円

販売⽤資料
2025年7月29日

イーストスプリング・ジャパン中小型厳選バリュー株ファンド
追加型投信／国内／株式

Ｒ＆Ｉファンド大賞2025について
「Ｒ＆Ｉファンド大賞」は、Ｒ&Ｉが信頼し得ると判断した過去のデータに基づく参考情報（ただし、その正確性及び完全性につきＲ＆Ｉが保証するものではありません）の
提供を目的としており、特定商品の購入、売却、保有を推奨、又は将来のパフォーマンスを保証するものではありません。当大賞は、信用格付業ではなく、⾦融商品取引業
等に関する内閣府令第２９９条第１項第２８号に規定されるその他業務（信用格付業以外の業務であり、かつ、関連業務以外の業務）です。当該業務に関しては、
信用格付⾏為に不当な影響を及ぼさないための措置が法令上要請されています。当大賞に関する著作権等の知的財産権その他⼀切の権利はＲ＆Ｉに帰属しており、無
断複製・転載等を禁じます。
・「投資信託部門」は過去3年間、「投資信託10年部門」は過去10年間、「投資信託20年部門」は過去20年間を選考期間としている。選考に際してはシャープレシオによ
るランキングに基づき、最大ドローダウン、償還予定日までの期間、残高の規模等を加味したうえで選出している。選考対象は国内籍公募追加型株式投信とし、確定拠出
年⾦専用およびSMA・ラップ口座専用は除く。評価基準日は2025年3月31日。

「LSEG リッパー・ファンド・アワード・ジャパン 2025」について
LSEG リッパー・ファンド・アワードは毎年、多くのファンドのリスク調整後リターンを比較し、評価期間中のパフォーマンスが⼀貫して優れているファンドと運用会社を表彰いたしま
す。選定に際しては、「Lipper Leader Rating （リッパー・リーダー・レーティング）システム」の中の「コンシスタント・リターン（収益⼀貫性）」を用い、評価期間3年、5年、
10年でリスク調整後のパフォーマンスを測定いたします。評価対象となる分類ごとに、コンシスタント・リターンが最も高いファンドにLSEG リッパー・ファンド・アワードが贈られます。
詳しい情報は、lipperfundawards.comをご覧ください。LSEG Lipperは、本資料に含まれるデータの正確性・信頼性を確保するよう合理的な努⼒をしていますが、それら
の正確性については保証しません。

※当該評価は2024年12月末時点で過去の⼀定期間の実績を分析したものであり、将来の運用成果等を 保証したものではありません。

※当該評価は2025年3月末時点で過去の⼀定期間の実績を分析したものであり、将来の運用成果等を 保証したものではありません。

当ファンドのリスク、⼿数料等の概要は、当資料内の「投資リスク」、「ファンドの費用」の欄をご覧ください。
また、それぞれの詳細につきましては、最新の「投資信託説明書(交付目論⾒書)」をご覧ください。
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【図表1】当ファンドと中小型株指数の推移
（2022年7月29日〜2025年7月28日）

当ファンドのリスク、⼿数料等の概要は、当資料内の「投資リスク」、「ファンドの費用」の欄をご覧ください。
また、それぞれの詳細につきましては、最新の「投資信託説明書(交付目論⾒書)」をご覧ください。

日本株式市場は調整しつつも安定的に推移、当ファンドのパフォーマンスも良好

今後の⾒通しと当ファンドの着目点

 当期（第11期、2024年7月30日〜2025年7月28
日）の日本株式市場は、幾度かの調整局⾯を経ながら
も、2025年4月以降は堅調に推移しました。

 円高を背景に急落する場⾯もありましたが、企業業績の
堅調さや日銀の⾦融政策が⽀えとなり、株価は安定的に
推移しました。2025年4月以降、米国の関税政策や世
界経済の減速懸念から急落し、投資家⼼理が悪化しま
したが、その後は企業決算の好調さや株主還元策への期
待感などから株式市場は上昇傾向となりました。

 当期の当ファンドの騰落率（分配⾦再投資）は+9.2％
となり、同期間中の中小型株指数（ラッセル野村中小型
インデックス（配当含む））の騰落率+11.4%を下回り
ました。【図表1】

出所︓Bloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
中小型株指数︓ラッセル野村中小型インデックス（配当含む）。当ファンドの参考指数でも
ベンチマークでもありません。
※基準価額（分配⾦再投資）は、信託報酬控除後かつ税引前分配⾦を再投資したもの

として計算しています。

【図表2】日本・米国・欧州株の1株当たり利益（EPS）の推移
（2020年6月末〜2025年6月末、月次）

出所︓Bloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
日本︓東証株価指数（TOPIX）、米国︓S&P500種指数、欧州︓MSCI 欧州イ
ンデックス。

 日本企業の1株当たり利益（EPS）は、2021年以降は
改善傾向にあります。米国、欧州と比較してもその傾向は
顕著であり、多くの日本企業は、これまでの非効率な投資
を減らし過剰な負債を削減してきた結果、他の先進国並
みの収益性や体⼒を備え、さらに収益率の水準は肩を並
べつつあります。また、日本企業は潤沢なキャッシュを背景
に、研究開発投資や自社株買い、増配など自己資本比
率（ROE）の向上につながる施策を進め、コーポレートガ
バナンス改革に対する企業側の姿勢が改善しています。
賃⾦上昇や日本経済のデフレからの脱却が追い風となっ
て、国内消費も回復し、内需関連の企業はより経済回
復の恩恵を受けると考えれられます。【図表2】

 ⼀方でPBR（株価純資産倍率）の観点からは、日本
株式は世界主要国の株式に比べて割安で魅⼒的なバ
リュエーション水準となっています。これまで市場が短期的
な視点やテーマに基づいた⾏動をとってきたことによって、依
然として多くの銘柄の株価は企業の本来の価値を正確に
反映しておらず、⻑期投資家にとっては投資機会を⾒出
すことが可能だと思われます。【図表3】

 当ファンドは企業の⻑期的な収益をけん引するドライバー
は何であるかを分析し、さらに現在の株価がどのような懸
念を織り込んでいるのかを⼗分に理解したうえで判断しま
す。市場が短期的な視点で投資⾏動を起こす中、我々
は⻑期的な観点から企業業績のトレンドに着目していきま
す。当ファンドのアプローチでは、テーマに基づく市場の選好
を追いかけることは避ける⼀方、割安とみられる銘柄群の
中から、バリュエーションに基づく投資機会を⾒出します。

（年/月）

※2020年6月末を100として指数化。

出所︓Bloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
日本︓MSCI 日本インデックス、アジア（除く日本）︓MSCI ACアジア・パシフィック（除く日
本）インデックス、ラテンアメリカ︓MSCI EM ラテン・アメリカ・インデックス、欧州︓MSCI 欧州イ
ンデックス、世界︓MSCI AC ワールド・インデックス、米国︓MSCI 米国インデックス。

【図表3】各株式市場の純資産倍率（PBR）
（2025年6月末時点）

※2022年7月29日100として指数化。

（年/月）

販売⽤資料
2025年7月29日
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ファンドの特⾊

イーストスプリング・インベストメンツ株式会社について
175年以上の歴史を有する
英国の⾦融サービスグループの⼀員です。

資金動向、市況動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。

主として、わが国の中⼩型株※に投資を⾏い、中⻑期的な値上がり益の獲得を⽬指します。
※わが国の株式市場全体の時価総額のうち、下位3分の1を構成する銘柄とします。ただし、より大きな時価総額を持つ

企業や、新規公開銘柄等へ投資を行うこともあります。

株式の組入比率は、原則として高位を保ちます。

投資にあたっては、流動性を考慮することがあります。

独⾃のバリュー投資の運⽤哲学に基づき、株価が企業価値に対して割安に評価されている銘柄
へ集中投資を⾏います。

市場全体や過去の水準と比較して割安な銘柄を抽出し、ボトムアップ・アプローチによる精緻な分析から、企業の持続可能
な収益力を予測します。

イーストスプリング・インベストメンツ（シンガポール）リミテッドが運⽤を⾏います。
イーストスプリング・インベストメンツ（シンガポール）リミテッドに、運用の指図に関する権限を委託します。

経験豊富な少数精鋭の日本株式運用チームが、当ファンドの運用を担当します。

年1回決算を⾏い、収益分配⽅針に基づき分配を⾏います。
原則として、毎年7月27日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、
委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して分配金額を決定します。

分配対象額が少額の場合は、分配を行わないことがあります。

※将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものではありません。

ファンドの仕組み

イーストスプリング・ジャパン中小型厳選バリュー株ファンド 追加型投信／国内／株式

◆ 当ファンドは、ファミリーファンド方式を採用し、「イーストスプリング日本中小型株式マザーファンド」への投資を通じて、
主としてわが国の株式に投資します。

◆ 「ファミリーファンド方式」とは、投資者のみなさまはベビーファンドに投資し、ベビーファンドはその資金を主としてマ
ザーファンドに投資して、その実質的な運用をマザーファンドで行う仕組みです。

2

1

3

4

●イーストスプリング・インベストメンツ
株 式 会 社 は 、 1999 年 の 設 立 以 来 、
日本の投資家のみなさまに資産運用
サービスを提供しています。

●イーストスプリング・インベストメンツ
株式会社の最終親会社は、アジア・アフ
リカ地域を中心に業務を展開していま
す。

●最終親会社グループはいち早くアジア
の成長性に着目し、2025年1月末現在、
アジアでは16の国や地域で生命保険
および資産運用を中心に金融サービス
を提供しています。

＜充実したアジアのネットワーク＞

イーストスプリング

日本中小型株式

マザーファンド

わが国の

株式等

イーストスプリング・

ジャパン中小型厳選

バリュー株ファンド

投資者

(受益者)

＜マザーファンド＞

申込金

収益分配金
換金代金

償還金

投資

損益

投資

損益

＜ベビーファンド＞
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投資リスク
基準価額の変動要因

＜基準価額の変動要因となる主なリスク＞

（注）基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。

その他の留意点

※詳細につきましては、最新の「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

投資信託は預貯金とは異なります。
当ファンドは、値動きのある有価証券を実質的な主要投資対象とするため、当ファンドの基準価額
は投資する有価証券等の値動きによる影響を受け、変動します。したがって、当ファンドは投資元
本が保証されているものではなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割込むことがあ
ります。当ファンドの運用による損益は、すべて投資者のみなさまに帰属します。

株価変動リスク
株式の価格は、内外の政治経済情勢、株式を発行する企業の業績および信用状況等の変化の影響を受け

変動します。当ファンドは主に株式に実質的に投資を行いますので、基準価額は株価変動の影響を受け

ます。

当ファンドは中小型株に実質的に投資を行います。中小型株は株式市場全体の動きと比較して株価

が大きく変動することがあり、基準価額に大きな影響を与える場合があります。また、中小型株の

値動きが株式市場全体の値動きと異なる場合、基準価額の値動きは株式市場全体の値動きと異なる

ことがあります。

信⽤リスク
有価証券の発行者の経営・財務状況やそれらに対する外部評価の悪化により、組入れた有価証券
の価格が大きく下落し、基準価額の下落要因となる場合があります。

流動性リスク
組入れた有価証券の市場規模が小さく取引量が少ない場合や市場が急変した場合、当該有価証券
を希望する時期や価格で売却できないことがあり、基準価額の下落要因となる場合があります。

●当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用は
ありません。

●大量の解約が発生し短期間で解約資金を手当てする必要が生じた場合や主たる取引市場において市場
環境が急変した場合等に、一時的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引で
きないリスクや取引量が限られてしまうリスクがあります。これにより、基準価額にマイナスの影響を及ぼ
す可能性や、換金申込みの受付けが中止となる可能性、換金代金のお支払いが遅延する可能性があり
ます。

●当ファンドは、ファミリーファンド方式により運用を行います。マザーファンドは、複数のベビーファンドの資
金を運用する場合があるため、他のベビーファンドからのマザーファンドへの資金流出入の動向が、基準価
額の変動要因となることがあります。

●金融商品取引所における取引の停止その他やむを得ない事情（流動性の極端な減少等）があるときは、購
入・換金のお申込みの受付けを中止することおよびすでに受付けたお申込みの受付けを取消すことがあります。

●分配金は計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みます。））を
超えて支払われる場合があるため、分配金の水準は必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すも
のではありません。分配金はファンドの純資産から支払われますので、分配金支払い後は純資産が減少し、
基準価額が下落する要因となります。投資者のファンドの購入価額によっては、支払われた分配金の一部
または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の運用状況によ
り、分配金額より基準価額の値上りが小さかった場合も同様です。

イーストスプリング・ジャパン中小型厳選バリュー株ファンド 追加型投信／国内／株式
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お申込メモ

販売会社がそれぞれ別に定める単位とします。

お申込受付日の基準価額とします。

お申込みの販売会社の定める日までにお支払いください。

販売会社がそれぞれ別に定める単位とします。

換金の受付日の基準価額とします。

換金の受付日から起算して原則として5営業日目からお支払いします。

ありません。

信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口換金には制限を設ける場合があります。

無期限（2014年8月8日設定）

以下のいずれかにあたる場合には、受託会社と合意のうえ、繰上償還を行うことがあります。

①純資産総額が20億円を下回ることとなった場合
②受益者のため有利であると認める場合
③やむを得ない事情が発生した場合

毎年7月27日（休業日の場合は翌営業日）

を行わないことがあります。
また、受益者と販売会社との契約によっては、税金を差引いた後、無手数料で収益分配金の再投資が可能です。

700億円

日本経済新聞に掲載します。

交付します。

※詳細につきましては、最新の「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

の中止及び取消し

換 金 代 金

を中止すること、すでに受付けたお申込みの受付けを取消すこと、またはその両方を行うことがあります。

申 込 締 切 時 間

換 金 制 限

金融商品取引所における取引の停止その他やむを得ない事情があるときは、購入・換金のお申込みの受付け

信 託 期 間

繰 上 償 還

決 算 日

収 益 分 配 原則として毎決算時に、収益分配方針に基づき分配を行います。ただし、分配対象額が少額の場合は、収益分配

信託金の限度額

公 告

委託会社は、年1回の決算時および償還時に交付運用報告書を作成し、販売会社を通じて知れている受益者に

課 税 関 係

運 用 報 告 書

購 入 単 位

購 入 価 額

購 入 代 金

換 金 単 位

換 金 価 額

購入・換金申込受付

イーストスプリング・ジャパン中小型厳選バリュー株ファンド 追加型投信／国内／株式

課税上は、株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たした場合に少額投資非課税制度「NISA（ニーサ）」の適用対象とな
ります。
当ファンドは、NISAの「成長投資枠（特定非課税管理勘定）」の対象ですが、販売会社により取扱いが異なる場合が
あります。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。
配当控除の適用があります。益金不算入制度の適用はありません。

購入・換金申込受付不可日

原則として午後3時30分までに、購入・換金の申込みにかかる販売会社所定の事務手続きが完了したものを当日の
申込受付分とします。
なお、販売会社によっては対応が異なる場合がありますので、詳細はお申込みの販売会社にお問い合わせください。
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ファンドの費用

投資者が直接的に負担する費用

3.85％（税抜3.5％）を上限として販売会社がそれぞれ別に定める率を、お申込受付日の基準価額に乗じて得た額と
します。

ありません。

投資者が信託財産で間接的に負担する費用

純資産総額に対して年率1.683％（税抜1.53％）

＜運用管理費用（信託報酬）の配分＞

年率0.880％（税抜0.80％）

年率0.770％（税抜0.70％）

年率0.033％（税抜0.03％）

※委託会社の報酬には、マザーファンドの運用の委託先への報酬が含まれます。
※投資者のみなさまが負担する費用の合計額は、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。

委託会社およびファンドの関係法人 委託会社およびその他の関係法人の概要は以下の通りです。

イーストスプリング･インベストメンツ株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第379号
加入協会 一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会
当ファンドの委託会社として信託財産の運用業務等を行います。

株式会社りそな銀行
当ファンドの受託会社として信託財産の保管・管理業務等を行います。

販売会社に関しては、次ページをご覧ください。

購 入 時 手 数 料

信託財産留保額

運 用 管 理 費 用

( 信 託 報 酬 )

受 託 会 社

販 売 会 社

※詳細につきましては、最新の「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

委託会社

販売会社

受託会社

手 数 料

委 託 会 社

そ の 他 の 費 用 ･

イーストスプリング・ジャパン中小型厳選バリュー株ファンド 追加型投信／国内／株式

計算期間を通じて毎日費用として計上され、日々の基準価額に反映されます。信託財産からは毎計算期間の最初の
6ヵ月終了日（当該終了日が休業日の場合は翌営業日）および毎計算期末または信託終了時に支払われます。

信託事務の処理等に要する諸費用（監査費用、目論見書および運用報告書等の印刷費用、公告費用等）は、純資
産総額に対して年率0.10％を上限とする額が毎日計上され、日々の基準価額に反映されます。信託財産からは毎
計算期間の最初の6ヵ月終了日（当該終了日が休業日の場合は翌営業日）および毎計算期末または信託終了時に
支払われます。また、組入有価証券の売買時の売買委託手数料、信託財産に関する租税等についても信託財産か
ら支払われます。
「その他の費用・手数料」は、運用状況等により変動するため、事前に料率・上限額等を表示することができません。

販売会社は、当ファンドの受益権の募集の取扱いおよび販売、換金に関する事務、収益分配金・換金代金・償還金
の支払いに関する事務等を行います。
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金融商品取引業者等

金
融
商
品
取
引
業
者

登
録
金
融
機
関

登録番号
日本証券業

協会

一般社団法人
日本

投資顧問業
協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種

金融商品
取引業協会

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 ○ 関東財務局長（金商）第2251号 ○ ○ ○ ○
株式会社SBI証券 ○ 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○
松井証券株式会社 ○ 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○
マネックス証券株式会社 ○ 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○ ○
三菱UFJ eスマート証券株式会社 ○ 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○ ○ ○
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社 ○ 関東財務局長（金商）第2336号 ○ ○ ○ ○
楽天証券株式会社 ○ 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○
株式会社イオン銀行（委託金融商品取引業者
マネックス証券株式会社）

○ 関東財務局長（登金）第633号 ○

株式会社SBI新生銀行（委託金融商品取引業者
株式会社SBI証券）

○ 関東財務局長（登金）第10号 ○ ○

株式会社SBI新生銀行（委託金融商品取引業者
マネックス証券株式会社）（インターネット専用）

○ 関東財務局長（登金）第10号 ○ ○

PayPay銀行株式会社 ○ 関東財務局長（登金）第624号 ○ ○

ご留意事項

 販売会社⼀覧 投資信託説明書（交付⽬論⾒書）のご請求、お申込先

イーストスプリング・ジャパン中小型厳選バリュー株ファンド 追加型投信／国内／株式

○当資料は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社が、当ファンドの参考となる情報の提供およびその内容やリスク等を説明するために作
成した販売用資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。○当資料は信頼できると判断された情報等をもとに作成していますが、
必ずしもその正確性、完全性を保証するものではありません。○当資料の内容は作成日時点のものであり、将来予告なく変更されることがありま
す。また、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。○当資料で使用しているグラフ、パフォーマンス等は参考データをご提供する目
的で作成したものです。数値等の内容は過去の実績や将来の予測を示したものであり、将来の運用成果を保証するものではありません。○投資信託
は、預貯金および保険契約ではなく、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護および補償の対象ではありません。また、銀行など登録金
融機関で購入された場合、投資者保護基金の補償対象ではありません。○ご購入の際は、あらかじめ販売会社がお渡しする最新の投資信託説明書
（交付目論見書）、契約締結前交付書面等（目論見書補完書面を含む）の内容を必ずご確認のうえ、投資のご判断はご自身でなさいますようお願いい
たします。

※上記は当資料作成時点での予定を含む情報を記載しています。また、金融商品仲介業者を含むことがあります。

照会先：
イーストスプリング・インベストメンツ株式会社
TEL.03-5224-3400
（受付時間は営業日の午前9時から午後5時まで）
ホームページアドレス https://www.eastspring.co.jp/

MSCI 指数はMSCI Inc. が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他の一切の権利はMSCI Inc. に帰属します。またMSCI Inc. は、同指数の内
容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

[Russell/Nomura 日本株インデックス]は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社およびFrank Russell Companyが作成している株式の指数で、当該指
数に関する一切の知的財産権その他一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社およびFrank Russell Companyに帰属します。
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